
別
表
第
九
五
・
〇
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
五
・
〇
三

九
五
〇
三
・
〇
〇

三
輪
車
、
ス
ク
ー
タ
ー
、
足
踏
み
式
自
動
車
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
車
輪
付
き
玩
具
、
人
形
用
乳
母
車
、
人
形
、
そ
の
他
の
玩
具
、
縮

尺
模
型
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
娯
楽
用
模
型
（
作
動
す
る
か
し
な
い

か
を
問
わ
な
い
。）及
び
パ
ズ
ル

無
税

別
表
第
九
六
・
一
九
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九
六
・
一
九

九
六
一
九
・
〇
〇

生
理
用
の
ナ
プ
キ
ン
（
パ
ッ
ド
）
及
び
タ
ン
ポ
ン
、
乳
児
用
の
お
む

つ
及
び
お
む
つ
中
敷
き
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
品
（
材
料
を
問

わ
な
い
。）

無
税

平成年月日 金曜日 (号外特第号)官 報

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
百
三
十
六
条
）」を
「
第
百
四
十
三
条
）」に
、「
第
百
三
十
六
条
の
二

第
百
四
十
条
」
を
「
第
百
四
十

四
条

第
百
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
の
見
出
し
を
削
る
。

第
七
条
の
五
第
一
号
イ
中
「
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
「
国
税
通
則
法
」
に
改

め
る
。

第
七
条
の
十
六
第
四
項
中
「
以
下
」
を
「
第
十
一
章
第
二
節
（
犯
則
事
件
の
処
分
）
を
除
き
、
以
下
」
に
、「
行
な

う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
賦
課
課
税
方
式
」
を
「
税
額
の
確
定
の
方
式
」
に
改
め
、

同
号
イ
及
び
ロ
中
「
と
き
。」を
「
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
中「（
携
帯
品
等
に
対
す
る
関
税
）」を
削

る
。第

十
七
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

税
関
長
は
、
第
六
十
九
条
の
二
（
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）
そ
の
他
の
こ
の
法
律
の
規
定
の
実
施
を
確
保

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
税
関
空
港
を
出
港
し
よ
う
と
す
る
外
国
貿
易
機
で
あ
つ
て
旅
客
が
搭

乗
す
る
も
の（
航
空
運
送
事
業
者
が
運
航
す
る
も
の
に
限
る
。）の
運
航
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
対
し
、

当
該
外
国
貿
易
機
の
出
港
の
前
に
、
当
該
外
国
貿
易
機
に
係
る
予
約
者
、
当
該
予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
、
当

該
予
約
者
の
携
帯
品
及
び
当
該
予
約
者
が
当
該
外
国
貿
易
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で

定
め
る
も
の
を
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
報
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
が
、
当
該
報
告
に
代
え
て
、
税
関
長
が
電
磁
的
記
録
を
利
用
し
て
そ

の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
報
告
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
殊
船
舶
等
の
出
港
手
続
）

第
十
七
条
の
二

特
殊
船
舶
等
が
開
港
又
は
税
関
空
港
を
出
港
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
船
長
又
は
機
長
は
、
政
令

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
出
港
届
を
税
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、税
関
長
は
、

こ
の
法
律
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
船
長
又
は
機
長
に
対
し
、
旅
客
（
当
該
特

殊
船
舶
等
に
旅
客
が
乗
船
し
、
又
は
搭
乗
す
る
場
合
に
限
る
。）及
び
乗
組
員
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も

の
を
記
載
し
た
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

税
関
長
は
、
第
六
十
九
条
の
二
（
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）
そ
の
他
の
こ
の
法
律
の
規
定
の
実
施
を
確
保

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
税
関
空
港
を
出
港
し
よ
う
と
す
る
特
殊
航
空
機
で
あ
つ
て
旅
客
が
搭

乗
す
る
も
の（
航
空
運
送
事
業
者
が
運
航
す
る
も
の
に
限
る
。）の
運
航
者
そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
対
し
、

当
該
特
殊
航
空
機
の
出
港
の
前
に
、
当
該
特
殊
航
空
機
に
係
る
予
約
者
、
当
該
予
約
者
に
係
る
予
約
の
内
容
、
当

該
予
約
者
の
携
帯
品
及
び
当
該
予
約
者
が
当
該
特
殊
航
空
機
に
搭
乗
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で

定
め
る
も
の
を
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
報
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
者
が
、
当
該
報
告
に
代
え
て
、
税
関
長
が
電
磁
的
記
録
を
利
用
し
て
そ

の
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
で
あ
つ
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
報
告
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
十
八
条
第
三
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
（
出
港
手
続
）」に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
中
「
と
き
（
次
項
」
を
「
と
き
（
同
項
」
に
改
め
、「
入
港
手
続
）」の
下
に
「
及
び
第
十
七

条
の
二
第
一
項
（
特
殊
船
舶
等
の
出
港
手
続
）」を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
三

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
十

七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
三
項
中
「
税
関
長
は
」
の
下
に「
、
第
六
十
九
条
の
二（
輸
出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）」を
加
え
、「
入

港
し
よ
う
」
を
「
入
港
し
、
又
は
不
開
港
を
出
港
し
よ
う
」
に
改
め
、「
の
入
港
」
の
下
に
「
又
は
出
港
」を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
二
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
税
関
長
は
」
の
下
に「
、
第
六
十
九
条
の
二（
輸

出
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
）」を
加
え
、「
入
港
し
よ
う
」
を
「
入
港
し
、
又
は
不
開
港
を
出
港
し
よ
う
」
に
改
め
、「
の

入
港
」
の
下
に
「
又
は
出
港
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

特
殊
船
舶
等
が
不
開
港
を
出
港
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
船
長
又
は
機
長
は
、
政
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し

た
出
港
届
を
税
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
税
関
長
は
、
こ
の
法
律
の
実
施
を
確

保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
船
長
又
は
機
長
に
対
し
、
旅
客
（
当
該
特
殊
船
舶
等
に
旅
客
が
乗

船
し
、
又
は
搭
乗
す
る
場
合
に
限
る
。）及
び
乗
組
員
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
書
面
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
中
「
ま
た
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

沿
海
通
航
船
等
を
特
殊
船
舶
等
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
船
長
又
は
機
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

旨
を
税
関
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。特
殊
船
舶
等
を
沿
海
通
航
船
等
と
し
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

同
様
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
五
条
（
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
十
項
か
ら
第
十
二
項
ま

で
（
」
に
、「
第
十
五
条
の
三
」
を
「
第
十
五
条
の
三
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
、「
第
十
八
条
（
」
を
「
第
十
七

条
の
二
第
一
項
（
特
殊
船
舶
等
の
出
港
手
続
）、
第
十
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
」
に
、「
第
二
十
条
（
」
を

「
第
二
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
」
に
、「
第
二
十
条
の
二
」
を「
第
二
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」

に
、「
こ
れ
ら
の
条
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
改
め
る
。

第
六
十
九
条
の
二
十
一
の
見
出
し
を
削
る
。

第
七
十
四
条
中
「
売
却
）」を
「
売
却
等
）」に
、「
留
置
貨
物
」
を
「
収
容
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
」
に
、「
領
置
物

件
又
は
差
押
物
件
）」を
「
領
置
物
件
等
の
処
置
）」に
改
め
、「（
領
置
物
件
又
は
差
押
物
件
の
公
売
）」を
削
り
、「
領
置

物
件
又
は
差
押
物
件
の
帰
属
」
を
「
領
置
物
件
等
の
還
付
等
」
に
、「
第
百
三
十
八
条
第
一
項
（
通
告
処
分
」
を
「
第

百
四
十
六
条
第
一
項
（
税
関
長
の
通
告
処
分
等
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
の
見
出
し
を
削
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
十
四
条
の
二
第
九
号
」
を
「
第
百
十
四
条
の
二
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
の
二
の
見
出
し
を
削
る
。

第
百
五
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
六
十
一
条
の
四
及
び
第
六
十
二
条
の
十
五
」
を
「
第
六
十
一
条
の
四
（
保
税
蔵

置
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
及
び
第
六
十
二
条
の
十
五
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び
保
税
展
示
場
に
つ
い

て
の
規
定
の
準
用
）」に
改
め
、「
第
六
十
二
条
の
七
」
の
下
に「（
保
税
蔵
置
場
及
び
保
税
工
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準

用
）」を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
証
票
」
を
「
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
百
十
四
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
、
若
し
く
は
」
を
「
、
又

は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
十
号
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。
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